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資 料 ６   

第４章 施策の展開について 

 一般介護予防（フレイル予防）について（案） 

今後の施策の展開≪一般介護予防サービス編≫ 

◇フレイル予防事業 

【事業内容】 

・フレイル予防教室（FYS） 

市内 4 カ所の公共施設で、通信カラオケを使用し、筋力アップや認知症予防の

ための頭の体操、嚥下等の口腔機能の低下を予防するためのお口の体操をイン

ストラクターと一緒に行います。インストラクターと一緒に行ったあとは、認知症

予防や閉じこもり等を防ぐため、生活習慣に関するアドバイスなどのミニ講話を

行います。 

また、教室に参加された方が、教室で学んだことを自主的に続けられるよう、

OB 会の伴走支援も行っています。 

 

【現状と評価】  

教室でのプログラムを参加者にあった内容に見直したことにより、最後まで教室

に参加される方は増えましたが、教室自体への参加者は減っています。  

 

【方向性】  

・参加者数の増加を図るため、市民が参加しやすくなるよう会場数、教室の開催回

数、開催形式等を見直します。 

・ミニ講話の内容を充実させ、教室の魅力を高めます。 

・これまで活動があった OB 会の伴走支援を強化していきます。 

 

◇地域の特性に合わせた介護予防事業 

【事業内容】 

・高齢者あんしん相談センター（地域包括支援センター）のよる介護予防事業 

令和９年度から高齢者あんしん相談センター（地域包括支援センター）に市内 5 地
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区それぞれの地域概況等を踏まえ、支援が必要な方（要支援１・２）の増加を将来

的に抑えるため、地域の特性に合わせた介護予防事業（フレイル予防）の取り組み

を進めて行きます。 

 

【現状と評価】 

・現状、各地区で地域の実情に応じ、介護予防事業を展開しているところですが、

さらに地域の特性を反映した事業の展開が必要と考えます。 

 

【方向性】 

・アンケート結果より見えた地域特性等を踏まえ、各地区で市民が参加したくなる

ような介護予防の取り組みを進めていきます。 

 

 


